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山
号
額
、
寺
号
額
は
中
国
の

道
元
禅
師
が
修
行
し
た
天
童

寺
の
住
職
に
よ
る
揮
塁
。

開
山
は
玉
雛
長
運
大
和
尚

当
寺
は
遠
州
（静
岡
県
森
町
）

掛
川
の
雲
林
十
の
法
系
に
あ
た

る
。
雲
林
十

四
世
劫
外

長

現

祥
師
に
よ

っ
て
宦
音
に
幸
厳
院

が
延
徳
元
年

（
一
四
入
九
）
閉

山
さ
ね
た
。
幸
厳
院
は
地
元
の

郷
士
口
久
佐
利
民
の
庇
護
を
う

け
た
が
後
に
南
部
の
重
鎮
楢
山

民
の
帰
依
を
う
け
、
か
つ
盛
同

南
部

二
代
菫
直
公
の
出
世
の
地

で
幼
育
の
場
で
も
あ

っ
た
。
幸

厳
院

二
世
二
月
秀

関
人
わ
尚

は
盛
岡
市
郊
外
仮
同
に
仮
同
千

九
郎
氏
の
庇
護
を
得
て
長
善
寺

を
開
創
す
る
。
飯
同
氏
没
落

後
、
斯
皮

一
族
の
帰
依
を
受
け

て
長
善
寺
は
隆
呂
の
途
を
た
ど

り
、
人
正
入
年

（
一
五
入
〇
又

は
人
二
十

一
年
）

五
世
の
二

雛
長
理
人
わ
尚
は
月
鶏
中
高

口
寺

（耕
口
寺

・
高
得
寺
）
を

高

口
乍
の
跡
地
に
、
祗
管
右
座

の
場

（祥
僧
が
余
念
を
ま
じ
え

ず
、
ひ
た
す
ら
座
祥
に
修
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
場
）
と
し
て
開

山
し
た
。
当
時
備
の
付
近
に
は

真
言
宗
の
十
院
と
し
て
光
学
山

高
徳
寺
が
あ

っ
た
が
既
年
廃
十

に
な

っ
て
い
た
。
え
、
長
善
寺

の
大
せ
は
盛
同
市
郊
外
滝
沢
に

清
雲
院
を
、
七
世
は
盛
岡
市
内

に
人
呂
十
を
開
山
し
て
い
る
。

長
理
人
わ
尚
は
俗
名
高

口
午

と
い
い
開
基
の
高

口
吉
兵
衛
の

一
族
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
枚
る
。

|
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議

に

たヽ
じ
た
。

当
時

四
十
歳
を
走
え
よ
う
と
し
て
い
た
九
片
弥
五
郎

政
尿ヽ
を
入
年
と
し
た
。
そ
の
項
は
ま
だ
二
片
南
部ヽ
は
二

十

四
代
晴
政
の
時
代
で
後
継
者
が
定

っ
て
お
ら
ず
、
九

片
南

部ヽ
と
の
決
足ヽ
的
な
亀
裂
は
生
じ
て
い
な
か

っ
た
。

年
入
り
の
行
列
は
南
部ヽ

一
族
の
咸
信
を
か
け
た
も
の
で
、

先
陣
が
斯
皮
御
所

（高
水
寺
）
に
）看
い
て
も
後
陣
は
ま

だ
北
上
川
の
渡
舟
場
に
居
る
と
い
わ
枚
る
ほ
ど
だ
っ
た
と

い
う
。
詮
直
は
弥
手
叩
茂
め
高

口
吉
兵
衛
に
高

口
村
の

二
十
石
を
与
え
、
高
水
寺
成
の
二
の
九

（吉
兵
衛
ケ
）

を
居
鉾
と
し
て
過
し
た
。
そ
の
項
年
局
口
十
が
開
基
さ

ね
た
と
思
わ
薇
る
。
し
か
し
、
斯
皮
に
と
っ
て
は
た
え
ず

南
部
の
影
に
悩
ま
さ
枚
、
音
兵
衛
を
今
過
し
、

つ
い
に

は
南
部
と
の
約
束
を
逹
え
て
実
子
を
後
継
者
と
し
た
。

人
二
十

四
年

（
一
五
入
六
）
高

口
吉
兵
衛
は
象
勇
な

長
几
九
片
政
実
の
下
に
は
戻
ら
ず
、
二
片
南
部
の
人
守

と
な

っ
て
い
た
南
部

二
十
六
代
信
直
に
走
り
、
斯
友
を

出
奔
し
て
し
ま

っ
た
。
信
直
は
す
ぐ
に
昔
兵
衛
を
恙
わ

郡
境
の
警
備
に
起
用
、
ヤ
野
年

（
現
盛
岡
市
松
尾
神
社
）

に
付
け
、
ャ
野
修
理
亮
直
尿ヽ
を
名
乗
ら
し
め
た
。

開
基
は
高
田
吉
兵
衛
康
実

元
亀
二
年

（
一
二
七
二
）
項
、
恙
和
郡
内
部
で
百
姓

同
士
の
速
境
問
題
が
生
じ
二
片
南
部ヽ
の
南
下
政
策
も
相

ま

っ
て
口
子
式
上
高
信

（南
部

二
十
六
代
の
父
）
が
恙

わ
郡
几
前
に
進
入
。
南
部

一
族
で
覇
を
読
う
実
力
者

・

九
声
南
部
政
実
が
わ
賀
郡
に
進
出
。
南
部ヽ
早
よ
り
斯
皮

詮
直
に
わ
議
の
使
者
が
た
て
ら
ね
た
。
仲
裁
役
は
稗
貫

民
だ
っ
た
。
そ
の
条
件
は

一
、
今
後

い
か
な
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
南
部
に
敲
対
し

な

い
こ
と
。

二
、
占
額
さ
薇
た
本
官
ケ
か
ら
募
ケ
森

（南

呂

山
）
ま

で
を
中

部
の
額
土
と
す
る
こ
と
。

二
、
わ
議
保
証
の
人
質
交
換

の
代
り
に
九
片
政
実

の
合

弟
を
斯
波
御
所
の
奪
と
し
恙
わ
に
入
ら
し
む
る
こ
と
。

と

い
う

こ
と
だ

っ
た
が
、
斯
皮
詮
直

は

一
の
項
目
は
神

丈
起
普

で
あ
り
名
誉
に
か
け
て
破
る
わ
け
に
い
か
ず
、
将

来
は
分
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
角
束
し
た
く
な
か

っ
た
。

二
の
項
目
は
自
分
逹
に
力
が

つ
け
ば

い
つ
で
も
今

回
で

き
る
企
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、　
二
と
二
の
項
を
も

っ
て
わ

十 三 仏 像

本 堂 内 陣
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吉
よ
り
不
来
方
集
成
の
許
可
が
下
り
る
と
し
ば
し
ば
郡

山
に
居
て
、
集
成
本
行
の
中
野
と
共
に
事
を
進
め
た
。

信
直
に
と

っ
て
ヤ
野
修
理
亮
は
欠
か
せ
ぬ
力
で
あ
る
と

同
時
に
豊
臣
七
万
騎
を
相
手
に
堂
々
と
戦
を
仕
掛
け
た

九
片
政
冥ヽ
の
弟
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
力
は
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
中
野
修
理
亮
は
、
え
禄
二

年

（
一
二
九
四
）
四
月
、
片
寄
乍
で
従
几
の
九
片
隠
嗅
逹

伊
に
両
談
ヤ

（
恐
ら
く
は
几
九
片
政
冥ヽ
に
敲
対
し
た
こ

と
を
咎
め
ら
薇
）
に
勿
り

つ
け
ら
薇
ニ
ロ
後
に
死
七
し

た
。
局
倅
寺
に
戒
老
、
休
庵
郷
行
祥
定
門
の
位
牌
が
開

基
殿
と
し
て
残
る
。
次
男
の
吉
兵
衛
工
慮
は
そ
の
場
で

九
片
隠
皮
を
切
り
殺
し
た
。
長
男
の
中
野
弥
七
尿
什
は

中
野
乍
に
居
て
不
在
だ

っ
た
。
そ
の
後
次
男
手
尿
が
遺

額
片
寄
を
賜
わ
り
二
十
石
、
長
男
の
尿ヽ
什
が
高

口
の
地

を
五
百
石
で
守
る
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
所ヽ
得
寺
は
そ

の
時
以
降
高

口
弥
七
尿
什
が
父
に
代

っ
て
開
基
家
を
継

ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。
尿ヽ
仲
は
度
長
十
七
年
に
は
口
村
淡

路
と
二
人
で
几
前
村
、
徒
口
村
、
高

口
村
の
合
計
十
四

百
石
の
蔵
入
地

（南
部
直
轄
額
）
の
代
官
を
務
め
て
い
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
南
部
家
秘
中
の
文
書

（
材
清
ネ

斯
波
氏
の
減
亡
後
と
中
野

一
族

人
二
十
六
年

（
一
二
人
入
）
七
月
、
三
オ
南
部
は
恙

わ
に
出
摯
。
高
水
寺
式
を
攻
喀
し
、
斯
皮
詮
直
は
秋
ロ

の
価
北
郡
に
上
ね
減
七
し
た
。
そ
の
時

の
先
陣
は
や
は

リ
ャ
野
修
理
亮
直
康

（吉
兵
衛
尿
実
）
で
あ

っ
た
。
信

直
は
修
理
亮
に
、
「
斯
波
を
落
成
さ
せ
た
の
は
ひ
と
え
に

汝
の
人
功
な
り
」
と
称
え
て
恙
わ
の
片
寄
今
埼
成
に
二

十
石
を
与
え
て
本
成
と
し
、
郡
山
成
の
初
代
式
代
を
務

め
さ
せ
た
。

人
二
十
九
年

（
一
二
九

一
）
、
法
額
安
堵
に
よ
っ
て
南

部
七
郡
を
得
た
二
片
南
部
は
豊
臣
勢
七
万
と
も
十
万
と

も
い
わ
薇
る
奥
州
再
仕
置
早
と
共
に
九
片
政
実
早
を
蹂

躙
。
こ
こ
で
も
ャ
野
の
働
き
は
目
ざ
ま
し
く
、
信
直
は

中
野
を
三
十
五
百
石
と
し
高
水
寺
式

（郡
山
成
）
城
代

と
し
た
。
式
は

一
回

一
成
の
秀
吉
の
命
に
よ
り
破
却
さ

薇
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
信
直
は
津
軽
の
人
浦
為
信
に
同
じ
く
法
頌

安
者
に
よ
り
北
の
額
上
を
分
割
さ
薇
た
た
め
、
不
来
方

と
郡
山
の
い
ず
薇
を
居
成
と
す
る
か
迷

っ
て
い
た
が
、
秀

開山ご真像 (中央)
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記
）
に
よ
枚
ば
、
〈ャ
野
修
理
亮
は
人
力
無
双
、
常
に
太

刀
を
腰
に
つ
け
、
二
片
式
石
垣
の
二
十
人
で
動
か
す
石

が
転
ん
で
来
た
の
を
杖

一
本
で
受
け
と
め
た
り
、
雪
の

中
で
信
直
公
が
狩
を
し
て
い
た
時
に
、
追

い
つ
け
る
か
、

と
言
わ
薇
た
公
を
、
あ
っ
さ
り
と
手
取
り
に
で
き
ま
す
る
、

と
い
い
組
み
伏
せ
て
し
ま

っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

南
部
初
代
の
利
直
も
父
と
同
様
、
修
理
売
を
野
及
し

に
出
来
ぬ
、
と
し
て
募
殺
を
謀
り
、
行
き
が
か
り
上
、

野
口
内
匠
守

（
野
口
城
主
）
と
自
ら
の
嗣
子
彦
六
郎
家

直
を
巻
き
ミ
ん
で
酒
宴
を
行

い
二
人
を
七
き
も
の
に
し

た
と
い
う
。
そ
枚
が
度
長
入
年

（
一
六
〇
二
）
二
月
十

八
日
で
そ
の
ニ
ロ
後
修
理
亮
は
命
を
落
し
た
。
前
世
の

因
呆
と
い
え
ば
そ
薇
ま
で
で
あ
る
が
浅
間
敷
次
第
で
あ
る

と
の
風
間
が
流
薇
た
〉
と
い
う
。

そ
の
時
に
何
が
生
じ
た
の
か
今
で
は
郷
る
よ
し
も
な
い

が
、
ャ
野
告
兵
衛
家
は
四
代
行
信
公
の
時
正
康
が
家
老

と
な
り
南
部
の
御
二
家
と
い
わ
薇
、
以
後
南
部
末
代
ま

で
代
々
家
老
職
を
務
め
て
い
る
。

南
部
利
視
公
苦
難

初
代
中
野
吉
兵
衛
と
信
直
公
以
来
、
南
部
に
と

っ
て

は
恙
わ
郡
下
を
治
め
る
た
め
に
も
ヤ
野

一
族
は
欠
か
せ

ぬ
存
在
だ

っ
た
。
従

っ
て
局ヽ
倅
十
に
と

っ
て
も
ヤ
野

↑
局
口
）
民
と
南
部ヽ
公
は
大
き
な
関
り
を
も

っ
て
い
る
。

七
代
利
祝
公
は
享
保
十
年

（
一
七
二
五
）
十
入
歳
で

家
督
を
継

い
だ

（ヽ
家
督
は
宝
暦
二
年
二
月
＝

一
七
五
二

年
之
）。
後
几
は
家
老
の
中
野
吉
兵
衛
光
尿ヽ
で
あ

っ
た
。

そ
の
項
中
部
落
は
え
禄
の
飢
饉

（特
に

一
六
九
二

・
一

七
〇
二
年
）
と
十
九
百
声
余
り
を
焼

い
た
享
保
の
人
人

（
一
七
二
九
）
で
及
弊
の
極
に
あ

っ
た
。
中
野
吉
兵
衛
は

先
代
の
利
幹
公
が
任
命
し
た
財
政
立
直
し
グ
ル
ー
プ
を

え
迭
し
合
釣
今
を
反
音
に
し
た
。
利
祝
公
は

「
公
、
年

壮
に
し
て
学
を
好
ま
ず
、
家
を
継
ぐ
に
及
び
益
々
及
恣

に
し
て
、
常
に
子
弟
を
集
め
て
全
銭
を
賭
し
て
射
的
、

角
力
を
試
む
…
…
」
「ヤ
野
吉
兵
衛
は
二
代
信
思
公
未
七

人
浄
智
院
の
寵
愛
を
う
け
夫
奥
に
出
入
り
の
み
Ｌ

…
止

と
い
う
あ
り
様
だ

っ
た
。
公
は
東
徳
口
村
に
二
御
屋
敷

と
お
貞
様
御
額
の
計
四
百
五
搭
石
の
蔵

入
り
直
轄
額
を

持

っ
て
い
る
。
新
御
屋
敷
、
ヤ
御
屋
敷
、
角
御
屋
敷
に

は
そ
ね
ぞ
薇
、
入
子
、
十

二
子
、
十
子
に
沿
し
た
と
さ

枚
る
が
、　
一
説
に
は
寵
愛
す
る
雅
兄
を
置

い
た
と
も
い

わ
枚
、
え
、
お
貞
様
は
利
視
公
の
姜
腹
の
子
で
醜

い
方

で
あ

っ
た
た
め
高

口
の
郷
士
に
持
参
金

（
二
百
石
）
付

で
押
し
つ
け
た
、
と
の
説
も
あ
る
。
南
部
家
御
額
蔵
で

は
あ
っ
た
も
の
の
中
野
吉
兵
衛
が
関
与
し
て
い
た
と
思
わ

薇
る
。
え
、
江
戸
友

で
は
利
祝
公
は
増
上
十

（盛
同
の
浄
上

宗
人
泉
十

の
本
十
）
よ
リ

二
千
両
を
借
用
し
た
が
、
返

||
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済
で
き
ず
僧
侶
入
十
老
に
出
勤
登
上
の
駕
籠
を
と
り
囲

ま
薇
た
り

（駕
籠
訴
訟
、
延
享
元
年
＝

一
七
四
四
）
、
老

ャ
松
千
左
近
将
監
の
嫡
子
豊
前
？
守
に
あ
き
ら
薇
、
利

視
公
の
女
聟
牧
野
惟
茂
丹
後
口
辺
藩
上
の
諫
め
を
う
け

た
り
、
帰
回
費
用
に
す
ら
難
渋
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
白

ず
と
年
貢
増
徴
、
商
人
よ
り
御
用
金
を
臨
時
税
化
、

ニ

分
の
一
の
減
体
を
行
う
な
ど
を
し
た
が
幕
府
ょ
り
大
江
川

普
請

一
万
両
を
課
せ
ら
ね
困
窮
し
た
。
江
戸
誌
の
家
老

も
自
殺
に
追

い
れ
ま
薇
て
い
る
。
前
利
幹
公
の

「
か
わ

ら
け
勿
腹
事
件

（享
保
入
年
＝

一
七
二
二
え
ユ
と

も
あ

り
、
南
部
暮
公
は
江
戸
の
も
の
笑

い
の
種
だ
っ
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
気
付

い
た
利
視
公
は
次
々
と
及

革
と
食
約
今
を
発
し
、
ま
ず
家
老
ャ
野
修
理
を
罷
免
、

伊
逹
落
と
の
交
流
で
手
工
業
導

入
、
日
姜
箱
設
置
、
開

口
自
由
集
、
灌
漑
用
水
敷
設
、
南
部
繊

・
南
部
下
駄

・

口
内
傘
な
ど
内
職

・
工
業
特
産
物
奨
励
、
全
山
開
発
を

行
い
や
が
て
利
祝
公
は
南
部ヽ
の
老
君
と
い
わ
薇
る
よ
う
に

変ヽ
身

し
た
。

〈
郷
上
史
事
共

（
呂
子
社
）

二
十
二
造
）

・
失
中
町
丈
〉

南
部
盛
同
暮
史
喀

（
人

ゃ
ま
す
る
な
」
と
ひ
ど
く
憤
り
な
さ
薇
て
い
る
、
と
を
げ

ら
薇
た
。
存
左
衛
門
は
、
こ
薇
に
よ
り
祝
音
様
に
謝
罪

す
る
と
た
ち
ま
ち
病
気
が
治

っ
た
と
い
う
。
余
り
に
も
恐

薇
多
く
、
高
得
寺
に
そ
の
木
像
観
音
像
を
納
め
た
、
と

い
つヽ
。
姜
永

の
項
火
災
が
あ
り
本
堂
、
祝
音
堂
と
と
も
に
そ

の
祝
音
様
も
焼
け
て
し
ま

っ
た
。
安
永

四
年

（
一
七
七

五
）
新
集
さ
薇
た
時
、
南

部
公
よ
り
下
賜
さ
薇
た
と

い

う
青
銅

の
観
音
様
が
東
徳

口
の
川
村
仁
左
衛
門
民
よ
り

寄
進
さ
ね
た
。
堂
前

の
手
洗
石
に
そ
の
こ
と
が
刻
よ
ね

十

一
面
七
つ
子
観
音
菩
薩

南
部
の
れ
は
源
義
家
の
兄
弟
新
羅
二
甲ヽ
義
光
と
さ
薇
、

そ
の
守
り
本
尊

の
祝
音
善
薩
が
盛
同
城
内
の
稲
荷
神
社

に
祀
ら
薇
て
い
た
。
利
札
公
は
鋳
逹
師
小
泉
仁
左
衛
門

（盛
同
式
の

統

を
作

っ
て
い
る
）
に
命
じ
て
唐
金

（青

釦
）
で
仏
体
を
鋳
さ
せ
た
。
公
は
そ
の
像
を
及
め
て
神

社
に
納
め
、
古

い
木
像
は
小
泉
仁
左
衛
門
に
下
し
お
か

薇
た
。
存
左
衛
門
は
内
仏
堂
に
安
置
し
て
い
た
が
、
あ
る
時

子
供
た
ち
が
木
像
の
首
を
元
物
と
し
て
遊
ん
で
い
た
。
父

母
は
叱
り
、
と
り
上
げ
て
安
置
本
祀
し
た
が
、
そ
の
後

家
内
の
者
逹
が
相
煩

い
Ｒヽ
基
も
効
か
な
か
っ
た
。
祈
祷

し
ご
神
託
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

「
子
供
と
楽
し
く
逹

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
ネ
リ
返
し
、
子
が
近
ぶ
と
こ
ろ
を
じ

て

い

う

け
村
存
河
村
持
ち
ば
さ
一
族
末
各
め
て
仏
と

る
。
こ
の
像
は
か
つ
て
小
泉
存
左
衛
門
が
依
頼
を

て
作

っ
た
像
と
同
じ
も
の
な
の
か
分
ら
な
い
が
、
川

左
衛
門
家
は
源
頼
朝
公
よ
り
こ
の
地
を
賜
わ

っ
た

四
郎
秀
清
を
れ
と
す
る
郷
士
で
四
百
年
の
歴
史
を

代
々
仁
左
衛
門
を
老
乗
り
、
こ
と
あ
ら
ば
剣
を
た

み
、
五
百
９
郡
党
を
率

い
る
、
晨
に
励
ん
で
い
る

で
南
部
公
も

一
日
を
置
く
家
れ
で
あ

っ
た
。
そ
の

の
仁
左
衛
門
氏
は
当
十
の
檀
家
総
代
長
を
永
代
務

お
ら
薇
る
。

こ
の
観
音
様
は
さ
ら
に
、
病
千
癒
の

し
て
広
く
霊
験
条
ら
薇
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

千
成
二
年

四
月
、
火
災
に
よ
り
本
堂
、
本

専
も
焼
失
し
た
が
、
十

一
面
七
つ
子
祝
者
は

現
在
の
二
十
四
世
本
明
住
我
が
運
び
出
し
難

像
　
を
基
薇
た
。

中　寺奸喝極一″̈
獄れヽ慇はａ］〔暑は一

�
　
堂
も
焼
け
て
し
ま
った
が
佐
々
木
久
蔵
氏
よ

十
　
り
新
た
に
寄
進
さ
薇
た
。
唐
金

の
十

一
面
観

音
薔
薩
様

は
変
ら
ず

に
）る
光
を
湛
え

て

い

ア

Ｃ

。
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大
鐘
鋳
成
の
由
来

宝
暦
十
年

（
一
七
六
〇
）
七
月
、
南
部
利
視
公
の
息

女
愛
子
と
い
う
方
が

（
江
戸
の
）
南
部
の
御
屋
敷
で
七

く
な

っ
た
。
牧
野
豊
前
惟
戌
と
婚
礼
し
七
年
目
で
二
十

二
歳
の
時
と
い
う
。
遺
言
に

「
姜
が
死
に
た
る
後
に
は
、

こ
薇
ら
の
客

、
円
鏡
は
、
郷
里
占
部
額
の
村
の
十
、
人
生

鋳
成

の
日
、
そ
の
材
料
に
」
と
ヤ
野
吉
兵
衛
に
託
し
た
。

宝
暦
十

二
年
、
局
倅
十
の
人
生
鋳
成
の
日
、
追
品
を

混
入
し
て
人
生
成
り
、
人
姉
の
仏
む
鐘
に
こ
も

っ
て
衆

生
を
来
く
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。

人
鐘
の
第
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
薇
た
。

つ
や
の
父
は
当
十

二
十

一
世
高
口
蘭
美
人
賢
夫
わ
尚
、

母
サ
ン
の
娘
と
し
て
明
治
二
十

一
年
六
月
二
十
甲
局
得

十
に
生
ね
る
。　
つ
や
は
療
ψ季
中
の
俳
人
松
本
た
か
し
を

十
方
信
施
　
　
十
方
に
信
を
た

し

不
日
円
咸
　
　
い
つ
の
日
か
悟
り
を
開
く
よ
う

幸
鯨
吼
破
　
　
大
き
な
鯨
が
吼
え
る
よ
う
に

出
冥
え
昏
衡
　
夕
暮

の
道
に
響
き
わ
た
薇

そ
の
時

の
住
職
理
秀
夫
わ
尚
は
人
姉
の
厚
恙
を
崇

び
、

位
牌
、
真
涼
院
殿
眈
誉
清
月
光
雲
夫
姉
の
成
名
を
お
く

り
高ヽ
得
寺

に
今
も
祀
ら
薇
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
時

の

人
鐘
は
第

二
次
人
戦

の
時

に
供
出
さ
薇
て
今
は
な

い
。

お
貞
様
、
愛
子
様
、
牧
野
惟
咸
殿
と
名
前
と
由
来
は

伝
承
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
の
、
当
十
と
高

口

（中
野
）

一
族
、
南

部ヽ
利
視
公
と
は
何
か
の
深

い
由
係
が
あ

っ
た

も
の
と
思
わ
ね
る
。

看
病
し
、
や
が
て
姜
と
な
る
。
た
か
し
は
一ロロ
浜
虚
子
の

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
同
人
で
や
が
て
つ
や
も
高
弟
と
な
る
。

戦
時
ヤ
、

つ
や
の
妹
う
め
の
嫁
ぎ
先
、
石
鳥
谷
の
広
済

十
に
凍
開
。
た
か
し
は
俳
誌

「
笛
」
を
創
刊
す
る
。
た

か
し
の
死
七
後
、

つ
や
が
継
承
し
た
。
昭
わ
二
十
八
年

死
七
。
句
集

「
春
蘭
」
「
野
茨
」
が
あ
る
。

当
寺
境
内
に

恐
ろ
し
く
　
ゆ
る
る
橋
な
り
　
秋
の
川
　
　
つ
や
女

の
句
碑
を
千
戌
十

一
年
に
定
立
し
た
。

広
済
十
の
門
前
に
も
松
本
人
姜
の
句
眸
が
あ
る
。

村
人
に
な
ら
い
　
暮
ら
し
ぬ
　
吊
し
柿
　
　
た
か
し

交
わ
り
や
　
春
蘭
振
り
て
　
く
薇
し
ょ
り
　
つ
　
や

日目

葦 駄 天 像松本つや句碑

おびんずる様
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盛
同
出
身

の
女
侵
官

成
千
賀
子

（本
名
佐
藤

ユ
キ
）
は
人
二
十

一
年

に
生
枚
、
昭
わ
十

一
年

宝

塚
少

女
歌

劇

団

入

団
。
昭
わ
十
二
年
目
活

に
ス
カ
ウ
ト
さ
薇
、
古
川
美
治
原
作

・
稲
垣
浩
監
督

「
宮
本
武
蔵
」
に
式
蔵
の
恋
人

「
お
近
」
役
で
幸
々
し
く

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
時
告
川
英
治
に

「
宦
城
千
賀
子
」

の
芸
名
を
付
け
て
も
ら
っ
た
。
昭
わ
十
七
年
、
「
歌
う
狂

御
殿
」
で
男
装
の
屁
人
を
演
じ
、
伸
び
伸
び
と
し
た
柔

軟
な
演
及
を
見
せ
、
戦
時
下
の
祝
客
を
魅
了
し
代
表
作

と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
嵐
寛

の

「
鞍
馬
人
狗
」
年
に
出

演
、
昭
わ
二
十
年
以
降
は
脇
役
に
徹
し
た
。

千
咸
八
年

入
月
七
日
、
盛
岡
市
内
の
病
院
で
死
七
、

七
十
二
歳
。
徳
口
村

（
現
失
中
町
）
初
代
村
長
だ
っ
た

れ
父
佐
藤
入
代
助
の
事
提
寺
局
得
十
の
佐
藤
家
の
基
に

納
骨
さ
薇
た
。

●
山
号
額
、
十
号
額
＝
中
国
浙
江
省
寧
波
下ヽ
に
あ
る
人

童
十

の
明
場
法
師

（中
国
仏
教
協
会
副
会
長
）

の
御

揮
竜
に
よ
る
。

人
重ヽ
十
は
こ
え
祥
師
が
修
行
し
た
寺

で
、
ャ
幸

五
山
の

一
つ
に
数
え
ら
薇
る
老
利
で
あ
る
。

千
戌

四
年

局
得
寺
再
定

の
際
、

町
と
寧
波
市
と
の
交

流

の
縁
で
贈
ら
枚
た
も
の
で
あ
る
。

●
十
六
善
神
れ
＝
数
百
年
前

の
も

の
と
思
わ
薇
る
が
、

作
者
、
製
作
年
代
は
不
詳
。

●
十

二
仏
像
。

●
十

一
面
七

つ
子
祝
音
善
薩
像
＝
前
述
。

●
そ
の
他
諸
仏
、
諸
軸
。

現
住
職

高
博
寺
第
二
十
四
世
　
一品
　
田
　
泰
　
明

〒
〇
二
八
上
壬
ハ
〇

一

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
高
田
十
二
―
五
十
三

電
　
話

。
Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇

一
九
）
六
九
七
上

〓
一
一
四

北
上
川

彙
憮

＊
表
紙
は
観
音
堂
と
経
蔵
、
裏
表
紙
は
戦
没
者
慰
霊
平
和
観
音
。

前南中●

西見前

●
見前南小

至盛躍 ●都南病院

へ、′
豫

東見前 賃雷羹橋

●
都南終末処理場

騎繊L級
か高見橋

)(
谷地
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